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　　　　　　　　　　　　　山田政治先生略歴

大正9年2月　　広島県福山市に生まれる

昭和22年3月　　東呆帝国大学法学部政治学科卒業

昭和29年4月　　島根大学文理学部助手

昭和29年9月　　　同　　　　講師

昭和32年3月　　　同　　　　莇教授

昭和39年6月　　　同　　　　教授
昭和53年6月　　島根大学法文学部教授

昭和58年4月　　定年退官

　　　　　　　　　　　　　山田政治先生著作目録

著　　書

　現代政治思想史　　法律文化社　　　　　　　　　　　　　　　昭和42年5月

　増補現代政治思想史　　法律文化社　　　　　　　　　　　　　　　昭和47年7月

論文⑧調査研究

　ロックと反抗権　　広島大学『政経論叢』2巻1号　　　　　　　　昭和27年6月

　ドイツ理想主義の政治的性格（一）『島根大学論集（社会科学）』1号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和30年2月

　ドイツ理想主義の政治的性格（二）　『島根大学論集（社会科学）』2号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和31年2月

　ドイツ理想主義の政治的性格（三）　『島根大学論集（社会科学）』3号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和32年3月

　市民革命論覚書　　　『島大法学』3号　　　　　　　　　　　　　　昭和32年4月

　マルクスの国家論形成の過程　　　『島根大学開学十周年記念論文集』昭和35年2月

　島根県における政治意識と投票行動（共著）島根県選挙管理委員会　昭和35年4月

　島根県における政治意識と投票行動（続）　（共著）島根県選挙管理委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和36年11月

　島根県山間部農村の政治意識　　島根大学『山陰文化研究所紀要』1号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和36年3月

　国家死滅理論の発展　　『島根大学論集（人文科学）』12号　　　　昭和37年12月

　地方選挙の実態一政治経済的背景を中心として一　（共著）　　東呆市政調査会

　　　　　　　　　　　　　　『都市問題』1月号　　　　　　　　　昭和38年1月

　政治意識と地方選挙の問題点（共著）島根県選挙管理委員会　　　　昭和38年4月

　ソビエト国家の発展とその理論　　岩波書店『思想』1月号　　　　昭和39年1月

　全人民的国家をめぐる理論的諸問題　『島根大学論集（人文科学）』　13号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年2月

　島根県農村部住民の投票行動（共著）公明選挙連盟　　　　　　　昭和40年3月
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選挙にあらわれた政治意識一島根県の場合一目本政治学会編『年報政治学回政治意

　　　　　　　　　　　　　　識の理論と調査』　岩波書店　　　　　昭和40年11月

島根県における政党勢カの消長　　『島大法学』9⑧10合併号　　　昭和40年4月

政治的指導者層の変遷　　山岡栄市編『後進地域の社会と文化』　大明堂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和41年4月

政治意識と選挙行動の実態一島根県農村部の場合一公明選挙連盟『選挙調査研究紀

　　　　　　　　　　　　　　要』（1966年第3集）　　　　　　昭和42年3月

政治意識と選挙行動の実態一松江市調査一公明選挙連盟『選挙調査研究紀要』（19

　　　　　　　　　　　　　　68年第3集）　　　　　　　　　　　昭和44年3月

マルクス主義国家理論の形成過程（一）　『島大法学』17号　　　　　　昭和47年2月

マルクス主義国家理論の形成過程（二）　『島大法学』18号　　　　　　昭和47年8月

マルクス主義国家理論の形成過程（三）　『島大法学』19号　　　　　昭和48年3月

マルクス主義国家理論の形成過程（四）　『島大法学』20号　　　　　昭和48年11月

政治意識と選挙行動の実態一島根県仁多町・六日市町の場合一公明選挙連盟『選挙

　　　　　　　　　　　　　　調査研究紀要』　（1972年第2集）　　　昭和48年3月

へ一ゲルを視点とするマルクス国家論　　田口富久治編『講座マルクス主義研究入門』

　　　　　　　　　　　　　　（第2巻　政治学）青木書店　　　　　昭和49年10月

カール国マルクスー1850年代はじめまでの政治思想を中心として　　山崎時彦⑧岩

　　　　　　　　　　　　　　佐幹三編『政治思想⑧歴史と現代』法律文化社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和50年5月

科学者の杜会的責任　　西山夘三編『人間の尊厳と科学』　勤草書房　昭和53年6月


